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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
変
わ
り
な
く
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
も
の
と
、
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
は
、
毎
年
恒
例
の

す
す
払
い
が
各
地
の
ニ
ュ
ー

ス
を
に
ぎ
わ
し
、
正
月
の
準

備
に
追
わ
れ
る
あ
わ
た
だ
し

さ
の
中
で
、
国
民
の
多
く
が

反
対
、
あ
る
い
は
慎
重
な
審

議
を
求
め
て
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

年
金
、
カ
ジ
ノ
な
ど
の
法
案

が
次
々
に
国
会
を
通
過
し
、

政
権
の
性
急
さ
ば
か
り
が
目

立
っ
た
国
会
で
し
た
。

　

政
治
は
、
社
会
的
弱
者
に

光
を
当
て
る
た
め
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
の
国
政
は
、
は
た
し
て

社
会
的
な
弱
者
に
心
を
寄
せ

よ
う
と
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
弱
肉
強
食
の
冷
た
い
政

治
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
を
反
映
し
て
か
、
昨

年
７
月
に
神
奈
川
県
の
障
害

者
施
設
「
や
ま
ゆ
り
園
」
で

大
量
殺
傷
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。
犯
人
は
、
い
ま
だ
に

障
害
者
へ
の
差
別
的
発
言
を

繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す

る
政
治
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

葉
山
町
政
で
は
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
計
画
が
「
大

方
の
了
解
は
得
ら
れ
た
」
と

の
こ
と
で
、
セ
ン
タ
ー
化
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
、
食
育
、

地
産
地
消
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
な
ど
に
注
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ご
み
処
理
問
題
は
逗
子
市
、

鎌
倉
市
と
の
協
議
に
お
い
て

一
定
の
め
ど
が
立
っ
て
き
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
安
定
的

な
ご
み
処
理
に
向
け
た
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

自
然
環
境
、
住
環
境
の
保

全
、
高
齢
者
対
策
、
子
育
て

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

 

議 

長　
　

近
藤　

昇
一

定例会

第4回
12月

支
援
策
な
ど
も
多
様
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
限
り

あ
る
財
源
の
中
で
い
か
に
町

民
本
位
の
財
政
運
営
に
取
り

組
む
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

葉
山
町
議
会
で
は
、
議
員

が
覚
せ
い
剤
所
持
・
使
用
で

逮
捕
、
有
罪
判
決
を
受
け
る

と
い
う
事
件
が
発
生
し
、
議

会
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、

多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
該
前
町
議
は
、
町
議
会

が
下
し
た
「
除
名
」
処
分
を

不
服
と
し
て
、
県
知
事
に
申

し
立
て
ま
し
た
が
、
棄
却
さ

れ
た
こ
と
で
、
一
定
の
決
着

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、

議
会
改
革
を
進
め
る
と
と
も

に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生

じ
な
い
よ
う
、
議
会
条
例
等

の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
引

き
続
き
議
会
の
権
能
を
活
か

し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

町
政
に
反
映
さ
せ
、
町
政
の

監
視
役
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
こ
そ
主
人
公

の
立
場
を
堅
持
し
、
皆
さ
ま

と
の
対
話
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

　

本
年
も
な
お
一
層
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
議
会
を
代
表

し
、
皆
さ
ま
方
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

 

（
281
万
円
）

　

児
童
手
当
支
給
額
の
増
額

に
伴
う
更
正
増

消
防
用
水
利
費
補
償
金

 

（
159
万
円
）

　

開
発
行
為
に
伴
い
設
置
す

る
消
火
栓
の
事
業
者
負
担
分

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

費
補
助
金

 

（
７
２
３
９
万
円
）

　

消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る

影
響
緩
和
の
た
め
の
国
庫
補

助
金

児
童
手
当
県
負
担
金

■
平
成
28
年
葉
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算

歳
入
概
要

児
童
手
当
国
庫
負
担
金

 

（
１
２
２
８
万
円
）

　

児
童
手
当
支
給
額
の
増
額

に
伴
う
更
正
増

　

12
月
１
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
一

般
質
問
は
７
人
が
行
い
、
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
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歳
出
概
要

職
員
給
与
費
他

 
（
９
１
４
４
万
円
）

　

給
与
職
員
手
当
等
の
変
動

に
伴
う
更
正
減

議
会
活
動
事
業 
（
15
万
円
）

　

専
門
的
事
項
に
係
る
調
査

基
金
積
立
金

 

（
７
９
０
０
万
円
）

　

公
共
公
益
施
設
整
備
基
金

へ
積
み
立
て

廃
棄
物
資
源
化
・
処
分
事
業 

 

（
463
万
円
）

　

平
成
29
年
２
月
か
ら
逗
子

市
の
焼
却
処
理
施
設
で
可
燃

ご
み
処
理
を
一
部
開
始
す
る

こ
と
に
伴
い
、
既
存
施
設
の

基
幹
改
良
工
事
に
要
し
た
経

費
に
つ
い
て
応
分
の
負
担
金

（
２
カ
月
分
の
処
理
予
定
量

400
ト
ン
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成

事
業 

（
80
万
円
）

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

の
申
請
額
が
当
初
見
込
み
を

上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
更
正

増
（
１
件
あ
た
り
の
補
助
額

は
、
上
限
５
万
円
）

町
営
住
宅
維
持
管
理
事
業

 

（
110
万
円
） 　

平
成
29
年
度
に
予
定
し
て

い
る
町
営
滝
の
坂
住
宅
の
、

給
水
方
式
の
変
更
改
良
に
伴

う
、
給
水
管
引
込
み
及
び
既

設
管
閉
止
工
事

常
備
消
防
活
動
事
業

 

（
144
万
円
）

　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け

採
用
予
定
の
消
防
職
員
３
人

の
被
服
購
入
経
費

■
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

歳
出
概
要

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ

ス
等
費 

（
105
万
円
）

　

高
額
医
療
合
算
介
護
・
予

防
サ
ー
ビ
ス
費
が
、
当
初
見

込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ

る
更
正
増

国
・
県
支
出
金
等
返
還
金

 

（
２
０
８
４
万
円
）

　

平
成
27
年
度
介
護
給
付
費
、

地
域
支
援
事
業
費
の
額
の
確

定
に
伴
う
超
過
交
付
額
の
返

還
金

主
な
質
疑

問　

滝
の
坂
住
宅
の
上
水
道

は
、
現
状
、
タ
ン
ク
か
ら
ポ

ン
プ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
が
、

直
接
給
水
で
き
る
よ
う
に
す

る
の
か
。

答　

そ
の
と
お
り
。
２
回
分

の
掘
削
作
業
の
補
正
だ
。

問　

逗
子
市
と
の
広
域
共
同

処
理
施
設
負
担
金
は
、
既
存

施
設
の
基
幹
改
良
工
事
経
費

の
応
分
負
担
、
ト
ン
当
た
り

１
万
１
５
８
０
円
は
何
年
間

負
担
す
る
の
か
。

答　

平
成
28
年
度
か
ら
35
年

度
ま
で
の
８
年
間
だ
。

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

助
成
の
利
用
が
増
え
て
き
た
。

今
後
の
件
数
増
加
に
よ
る
補

正
は
。

答　

急
激
な
増
加
が
あ
れ
ば
、

補
正
も
あ
り
得
る
。

問　

今
回
の
消
防
用
水
利
費

は
、
当
初
見
込
ん
で
い
な
い

開
発
行
為
に
伴
う
も
の
だ
が
、

■
葉
山
町
農
業
委
員
会
の
委

員
の
定
数
条
例
（
内
容
は
４

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
26
年
法
律
第
88

号
）
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
葉
山
町
農
業

委
員
会
の
委
員
の
定
数
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
た
め

反
対
討
論
（
畑
中
・
窪
田
）

●

今
回
の
改
正
は
、
委
員
の

公
選
制
を
廃
止
し
、
意
見
の

歳入歳出予算の総額 （単位：千円）

会　計　名 補正前の予算額 補正予算額 補正後の予算額

一　般　会　計 10,028,673 88,896 10,117,569

特
別
会
計

国民健康保険 4,230,990 △425 4,230,565

後期高齢者医療 976,525 108 976,633

介護保険 2,992,923 385 2,993,308

下水道事業 1,472,172 990 1,473,162

小　　　計 9,672,610 1,058 9,673,668

合　　　　計 19,701,283 89,954 19,791,237

過
去
こ
う
し
た
事
例
は
。

答　

記
憶
で
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
る
。

問　

設
置
費
用
は
全
額
開
発

事
業
者
負
担
か
。

答　

そ
の
と
お
り
。

公
表
や
建
議
を
役
割
か
ら
削

除
す
る
な
ど
、
民
主
的
な
手

続
き
や
自
主
的
な
言
動
を
制

限
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。

●

農
業
委
員
を
首
長
が
任
命

す
る
こ
と
に
な
り
、
農
業
従

事
者
の
自
主
性
が
損
な
わ
れ

る
危
惧
が
あ
る
。

賛
成
討
論
（
伊
東
・
鈴
木
）

●

葉
山
町
は
、
市
街
化
調
整

区
域
内
の
農
地
面
積
も
多
く
、

調
査
等
に
も
担
当
職
員
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
の

事
情
等
に
精
通
し
た
委
員
が

必
要
だ
。
ま
た
、
選
任
の
方

法
に
つ
い
て
は
、
候
補
者
選

考
委
員
会
を
設
置
し
、
推
薦

及
び
募
集
に
応
じ
た
候
補
者

を
総
合
的
に
審
査
・
決
定
し
、

最
終
的
に
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
す
る
こ
と
か
ら
、
一

定
の
公
平
性
は
保
た
れ
る
と

考
え
る
。

●

民
意
を
得
て
選
出
さ
れ
た

町
長
、
議
会
、
双
方
の
同
意

を
得
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
で
、

民
主
的
で
な
く
な
る
危
惧
は

払
拭
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
委
員
の
あ
り
方

新設された消火栓新設された消火栓



委員会レポート

4議会だより　第127号

平成29年１月17日発行

地
法
改
正
等
の
研
修
の
充
実

を
図
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ

っ
た
こ
と
を
付
記
し
ま
す
。

『
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充

を
求
め
る
意
見

書
』
の
採
択
を
求

め
る
陳
情
書

　

平
成
28
年
の
改

定
に
よ
る
地
域
別

最
低
賃
金
は
、
全

国
加
重
平
均
で
823

円
と
初
め
て
800
円

を
越
え
た
が
、
時

間
額
の
地
域
格
差

は
218
円
ま
で
広
が

っ
た
。
そ
の
た
め

最
低
賃
金
の
地
域

格
差
を
な
く
し
た

大
幅
な
引
き
上
げ

と
、
中
小
企
業
支

が
合
理
的
か
つ
事
情
に
沿
っ

た
形
で
進
歩
し
て
い
く
た
め
、

こ
の
条
例
改
正
は
必
要
だ
。

■
御
用
邸
、
葉
山
公
園
一
帯

の
景
観
を
破
壊
す
る
マ
ン
シ

ョ
ン
計
画
に
反
対
の
決
議
を

求
め
る
陳
情
書
（
内
容
は
５

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

賛
成
討
論
（
山
田
・
窪
田
）

●

市
民
の
事
情
よ
り
企
業
の

利
益
が
優
先
さ
れ
続
け
る
社

会
は
不
健
康
で
あ
り
、
市
民

の
事
情
に
配
慮
す
る
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

る
。

●

施
行
10
年
を
経
過
し
た
ま

ち
づ
く
り
条
例
が
完
全
な
も

の
か
疑
問
が
あ
る
。
議
会
は

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
が
適

法
か
ど
う
か
だ
け
を
審
議
す

る
の
で
は
な
く
、
葉
山
町
の

ま
ち
づ
く
り
や
景
観
上
、
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

か
、
住
民
感
情
も
十
分
理
解

し
た
判
断
を
す
る
べ
き
だ
。

反
対
討
論
（
畑
中
・
石
岡
）

●

こ
の
計
画
は
、
条
例
に
従

っ
て
開
発
手
続
き
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
手
続

き
の
不
備
や
違
法
が
認
め
ら

れ
な
い
も
の
に
対
し
て
、
議

会
と
し
て
計
画
に
反
対
の
決

議
を
す
る
こ
と
は
、
非
常
に

難
し
い
と
考
え
る
。

●

強
い
効
力
を
持
つ
議
会
の

決
議
で
、
法
的
に
違
法
だ
と

認
め
ら
れ
な
い
開
発
を
根
底

か
ら
や
め
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
す
る
べ
き
で
は

な
い
。

■
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年

金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る

意
見
書

反
対
討
論
（
飯
山
）

●

一
般
的
な
年
金
制
度
が
不

透
明
で
あ
る
中
で
、
議
員
側

が
厚
生
年
金
に
加
入
し
、
よ

り
安
定
を
求
め
る
こ
と
に
疑

問
が
あ
り
、
意
見
書
提
出
も

時
期
尚
早
だ
。

賛
成
討
論
（
窪
田
）

●

地
方
議
員
が
そ
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
、
一
般
の
勤

労
者
と
同
程
度
な
ど
、
住
民

の
理
解
を
得
つ
つ
も
、
議
員

退
職
後
の
何
ら
か
の
生
活
保

障
の
検
討
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。

総
務
建
設

葉
山
町
農
業
委
員
会
の
委
員

の
定
数
条
例

　

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
で
農
業
委
員

会
委
員
の
定
数
を
定
め
る
必

要
が
あ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
委
員
の
定
数
は
９
人

と
す
る
こ
と
。

⑵
委
員
は
市
町
村
長
が
議
会

の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
た

め
、
関
連
条
例
３
件
を
廃
止

す
る
も
の
で
、
施
行
日
は
、

平
成
29
年
４
月
１
日
で
す
。

　

担
当
課
か
ら
「
法
律
上
、

本
町
は
農
業
委
員
会
設
置
が

必
須
で
は
な
い
が
、
関
連
業

務
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
土
地
の
事
情
等
を
熟
知

す
る
農
業
委
員
が
い
な
け
れ

ば
困
難
で
あ
る
」
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
本
町
は
市

街
化
調
整
区
域
が
多
く
、
担

当
職
員
だ
け
で
調
査
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
。
現
状
で
は
、

農
業
委
員
会
設
置
の
必
要
が

あ
り
、
条
例
に
賛
成
す
る
」

と
可
決
の
意
見
と
「
こ
れ
ま

で
は
公
募
を
含
め
た
が
、
推

薦
制
で
民
主
的
で
な
く
な
る

危
惧
が
あ
る
。
提
案
は
法
改

正
に
伴
う
も
の
で
理
解
す
る

が
、
全
国
一
律
の
制
度
変
更

に
疑
問
が
あ
り
、
本
条
例
に

賛
同
し
か
ね
る
」
と
の
否
決

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
た
な
農
業
委
員

に
対
し
、
地
域
の
実
状
や
農

委
員
長
の
提
出
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

農業委員による現地調査農業委員による現地調査

援
策
拡
充
の
実
現
の
た
め
、

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

審
査
で
は
「
本
議
会
は
28

年
６
月
の
定
例
会
で
既
に
同

趣
旨
の
意
見
書
を
国
に
対
し

提
出
し
、
中
小
企
業
の
経
営

者
支
援
策
強
化
を
特
記
し
た
。

10
月
に
は
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
、
陳
情
者
の
願
意
は
達

成
さ
れ
て
い
る
と
判
断
す

る
」
と
し
て
、
全
会
一
致
で

趣
旨
了
承
と
し
ま
し
た
。
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公
述
内
容
を
尊

重
す
る
重
要
性

の
確
認
を
求
め

る
陳
情
書

　

議
会
に
お
い

て
、（
仮
称
）葉

山
町
下
山
口
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

公
聴
会
で
の
公

述
内
容
を
尊
重

し
、
ま
た
、
町

の
施
策
が
履
行

さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
確

認
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。

　

審
査
で
は
「
担
当
課
か
ら
、

公
聴
会
の
公
述
内
容
も
踏
ま

え
、
現
在
、
指
導
・
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。
採
択
を
し
た
場
合
、

結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い

現
段
階
で
、
議
会
が
公
述
内

容
の
履
行
の
確
認
を
す
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か

し
、
事
前
協
議
の
結
果
は
協

議
期
間
中
に
公
表
し
な
い
た

め
、
公
聴
会
に
参
加
し
た
町

民
に
と
っ
て
は
公
述
内
容
が

十
分
尊
重
さ
れ
て
い
る
の
か

懸
念
を
感
じ
る
想
い
は
理
解

で
き
る
」
と
の
意
見
で
ま
と

ま
り
、
全
会
一
致
で
趣
旨
了

承
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
協
議
結
果
及
び
公
聴

会
の
あ
り
方
は
、
所
管
事
務

と
し
て
、
調
査
、
研
究
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

 
委
員
長　

横
山
す
み
子

教
育
民
生

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
夜
勤
交
代
制
労
働

の
改
善
に
つ
い
て
、
国
へ
の

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の

改
善
を
実
効
性
の
あ
る
も
の

に
し
、
医
療
提
供
体
制
を
充

実
す
る
た
め
に
、

１　

医
師
・
看
護
師
・
医
療

技
術
者
・
介
護
職
な
ど
の
夜

勤
交
替
制
労
働
に
お
け
る
労

働
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
。

　

 

①
１
日
８
時
間
以
内
を
基

本
に
、
労
働
時
間
の
上
限

規
制
や
勤
務
間
隔
の
イ
ン

タ
ー
バ
ル
確
保
、
夜
勤
回

数
制
限
な
ど
、
労
働
環
境

改
善
の
た
め
の
規
制
を
設

け
る
こ
と
。

　

 

②
夜
勤
交
替
制
労
働
者
の

労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
。

　

 

③
介
護
施
設
な
ど
に
お
け

る
１
人
夜
勤
を
早
期
に
解

消
す
る
こ
と
。

２　

安
全
安
心
の
医
療
・
介

護
を
実
現
す
る
た
め
、
医

師
・
看
護
師
・
医
療
技
術

者
・
介
護
職
を
増
員
す
る
こ

と
。

３　

患
者
・
利
用
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
。

４　

費
用
削
減
を
目
的
と
し

た
病
床
削
減
は
行
わ
ず
、
地

域
医
療
に
必
要
な
病
床
機
能

を
確
保
す
る
こ
と
。

　

以
上
４
点
に
つ
い
て
、
国

に
対
し
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　
「
医
療
提
供
体
制
の
充
実

の
た
め
に
は
、
医
療
従
事
者

の
勤
務
環
境
を
改
善
す
る
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
る
」
と
の

総
意
に
よ
り
採
択
し
、
国
に

対
し
意
見
書
を
提
出
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。

介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改

善
及
び
処
遇
改
善
の
実
現
に

つ
い
て
国
へ
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情

　

介
護
現
場
の
人
材
不
足
は

地
域
の
介
護
施
策
に
も
深
刻

な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
国

の
責
任
で
人
材
確
保
・
離
職

防
止
の
実
質
的
な
対
策
及
び

安
全
・
安
心
の
介
護
体
制
の

確
立
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

１　

介
護
職
員
を
は
じ
め
と

す
る
、
介
護
現
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
の
処
遇
改
善

を
図
る
こ
と
。

２　

介
護
保
険
施
設
の
人
員

配
置
基
準
を
利
用
者
２
人
に

対
し
て
介
護
職
員
１
人
以
上

に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
夜
間

の
人
員
配
置
を
改
善
（
一
人

夜
勤
を
解
消
）
す
る
こ
と
。

３　

上
記
の
項
目
の
実
現
を

図
る
た
め
に
介
護
報
酬
の
大

幅
な
引
上
げ
を
行
う
と
と
も

に
、
処
遇
改
善
に
つ
い
て
の

費
用
は
国
費
で
賄
う
こ
と
。

　

以
上
３
点
に
つ
い
て
、
国

に
対
し
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　
「
介
護
現
場
の
人
材
確
保

及
び
離
職
防
止
の
た
め
に
は
、

介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
及

び
処
遇
の
改
善
が
重
要
で
あ

る
」
と
の
総
意
に
よ
り
採
択

し
、
国
に
対
し
意
見
書
を
提

出
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
「
町
独
自
で
も
、

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
に

係
る
対
策
を
検
討
さ
れ
た

い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

陳情の資料陳情の資料

御
用
邸
、
葉
山
公
園
一
帯
の

景
観
を
破
壊
す
る
マ
ン
シ
ョ

ン
計
画
に
反
対
の
決
議
を
求

め
る
陳
情
書

　

御
用
邸
、
葉
山
公
園
一
帯

は
、
御
用
邸
に
配
慮
し
低
層

住
宅
に
し
て
保
た
れ
て
き
た
。

良
好
な
景
観
の
形
成
を
目
標

に
し
て
い
る
町
の
将
来
の
た

め
に
も
、
議
会
に
４
階
建
て

マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
「
葉
山
町

下
山
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

反
対
の
決
議
を
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

審
査
で
は
「
陳
情
者
の
願

意
は
十
二
分
に
理
解
で
き
、

懸
念
事
項
が
多
々
あ
る
こ
と

も
承
知
し
て
い
る
が
、
陳
情

書
に
書
か
れ
て
い
る
『
３
者

が
２
階
建
て
に
す
る
こ
と
を

決
め
』
と
あ
る
部
分
の
記
録

が
不
存
在
で
確
証
が
な
い
。

ま
た
、
法
や
条
例
に
適
合
し

て
い
る
建
築
計
画
に
議
会
が

反
対
の
決
議
を
提
出
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
の
意
見

が
大
勢
を
占
め
、
賛
成
な
し

で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

葉
山
町
下
山
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
係
る
公
聴
会
に
お
け
る

下山口プロジェクトの現場下山口プロジェクトの現場
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国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す

る
陳
情

神
奈
川
県
に
私
学
助
成
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
陳
情

　

両
陳
情
は
関
連
す
る
陳
情

の
た
め
、
一
括
し
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

私
学
は
公
教
育
の
場
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
が
、
教
育
条
件
等
の
整

備
の
多
く
は
保
護
者
の
負
担

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
都
道

府
県
の
授
業
料
減
免
制
度
の

差
に
よ
る
学
費
の
自
治
体
間

格
差
も
生
じ
て
い
る
。
教
育

条
件
の
維
持
・
向
上
を
は
か

る
た
め
、
私
立
高
校
生
へ
の

就
学
支
援
金
制
度
と
、
私
学

へ
の
経
常
経
費
助
成
補
助
の

大
幅
拡
充
を
図
る
た
め
、
国

に
対
し
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
の
私
立

学
校
に
通
う
生
徒
一
人
当
た

り
の
経
常
費
補
助
は
国
基
準

以
下
、
全
国
最
下
位
水
準
の

助
成
額
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、

教
育
の
無
償
化
に
よ
り
、
私

学
助
成
の
一
層
の
充
実
を
図

る
よ
う
、
県
に
対
し
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
「
教
育
を
受
け
る
権
利
を

保
障
す
る
た
め
、
公
教
育
を

担
う
私
立
学
校
に
対
す
る
補

助
の
さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要

で
あ
る
」
と
の
総
意
に
よ
り

採
択
し
、
国
・
県
に
意
見
書

を
提
出
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

葉
山
町
が
進
め
て
い
る
逗
子

市
と
の
ご
み
の
広
域
処
理
に

つ
い
て
町
議
会
と
し
て
調
査

す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
書

　

町
と
逗
子
市
と
の
間
で
ご

み
処
理
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と

は
、
将
来
の
町
の
ご
み
処
理

の
基
本
的
な
形
を
決
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
、
議
会

で
も
、
こ
の
問
題
を
協

議
検
討
す
る
た
め
、
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　
「
将
来
の
町
の
ご
み

処
理
に
関
し
て
、
議
会

と
し
て
調
査
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
特
別
委
員
会
の

設
置
は
必
須
で
は
な
い

と
考
え
る
。
逗
子
市
と

の
ご
み
処
理
連
携
に
係
る
進

捗
状
況
に
つ
い
て
随
時
、
所

管
事
務
調
査
と
し
て
扱
う
の

で
、
陳
情
者
の
願
意
は
達
成

さ
れ
て
い
る
」
と
の
総
意
に

よ
り
、
趣
旨
了
承
と
し
ま
し

た
。

所
管
事
務
調
査

１ 　

平
成
28
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
に
係
る
予
算

執
行
に
関
す
る
件

２ 　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
に
係
る
進
捗
状
況

３ 　

教
育
総
合
プ
ラ
ン
（
教

育
振
興
基
本
計
画
）
策
定

に
係
る
進
捗
状
況

４ 　

地
域
福
祉
活
動
計
画
策

定
に
係
る
進
捗
状
況

委
員
長　

待
寺
真
司

議
会
運
営

専
門
的
知
見
の
活
用

　

犯
罪
を
犯
し
た
議
員
に
対

す
る
議
会
の
条
例
制
定
に
関

す
る
調
査
に
つ
い
て
、
江
藤

俊
昭
教
授
へ
依
頼

議
会
改
革

● 

一
般
質
問
・
総
括
質
問
の

質
問
方
式
の
選
択
制
の
導

入
（
平
成
29
年
第
１
回
定

例
会
か
ら
）

● 

今
後
、
一
般
質
問
時
間
制

限
延
長
の
検
討

そ
の
他

● 

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
実
験
を

実
施
し
、
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

推
進
チ
ー
ム
か
ら
の
報
告

●  

平
成
29
年
度
議
会
費
予
算

編
成
の
検
討

委
員
長　

畑
中
由
喜
子

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
チ
ー
ム

　

議
会
に
お
け
る
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
な
ら
び
に
会
議
の
効

率
化
を
実
現
す
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
を
、
平
成
27

年
の
夏
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
21
日

　

導
入
予
定
時
期
や
調
達
方

法
、
既
存
の
リ
ー
ス
期
間
切

れ
に
な
る
パ
ソ
コ
ン
の
取
り

扱
い
を
、
正
副
チ
ー
ム
長
及

び
事
務
局
で
調
査
し
ま
し
た
。

10
月
28
日

　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会

か
ら
の
導
入
予
定
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年

９
月
に
リ
ー
ス
期
間
満
了
の

パ
ソ
コ
ン
３
台
に
つ
い
て
は
、

６
カ
月
間
延
長
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

11
月
25
日
〜
12
月
14
日

　

第
４
回
定
例
会
に
係
る
す

べ
て
の
会
議
を
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
使
用
に
よ
り
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
会
議
と
し
て
実
証
実

験
を
実
施
し
ま
し
た
。

12
月
７
日

　

実
証
実
験
を
通
し
て
、
使

用
感
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

等
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
側
も
同
時
に
導
入

す
る
こ
と
で
、
更
な
る
効
率

化
が
望
め
る
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
12
月
14
日
に
、
正
副

議
長
で
町
長
に
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
長　

伊
東
圭
介

議
会
広
報
・
議
会
運
営

合
同
行
政
視
察
報
告　

平
成
28
年
10
月
18
日
〜
19
日

⑴
鳥
取
県
北
栄
町　
　

①
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

〈
議
員
間
討
議
〉

　

平
成
27
年
９
月
定
例
議
会

に
お
い
て
「
一
般
会
計
補
正

予
算
に
対
す
る
修
正
動
議
」

に
つ
い
て
討
議
を
求
め
る
動

議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
際
、
北
栄
町
議
会
基
本
条

例
第
10
条
の
規
定
に
基
づ
く

討
議
を
行
う
べ
き
と
の
議
長

の
発
言
で
、
本
会
議
に
お
い

て
、
議
員
間
討
議
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
北
栄

町
議
会
で
の
初
の
試
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
間
討
議
に
係

る
規
程
・
要
綱
等
は
な
く
、

議
長
の
判
断
で
決
定
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

②
住
民
参
加
に
つ
い
て

〈
議
会
報
告
会
（
出
前
座
談
会
）〉

　

住
民
団
体
の
も
と
へ
直
接

出
向
き
、
議
会
の
活
動
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の

逗子市環境クリーンセンター逗子市環境クリーンセンター
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意
見
を
聞
き
、
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
る
た
め
、
議
会
報

告
会
（
出
前
座
談
会
）
を
開

い
て
い
ま
す
。
出
向
く
議
員

は
、
５
人
１
組
で
出
席
し
、

開
催
時
間
は
概
ね
90
分
を
目

安
と
し
て
い
ま
す
。
出
さ
れ

た
意
見
に
対
し
て
は
、
町
長

及
び
議
会
が
後
日
に
文
書
で

回
答
す
る
と
と
も
に
公
表
し

て
い
ま
す
。
27
年
度
は
５
カ

所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
司
会
者
が
い
か

に
上
手
く
進
行
す
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
事
前
準
備
が
大
事
で
あ

る
と
の
こ
と
。
司
会
者
は
テ

ー
マ
を
所
管
す
る
常
任
委
員

会
の
委
員
長
が
行
っ
て
い
ま

す
。

　
「
要
望
・
苦
情
な
ん
で
も

あ
り
」
を
参
考
に
、
葉
山
町

に
あ
っ
た
意
見
交
換
会
を
模

索
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

⑵
鳥
取
県
大だ

い

山せ
ん

町

①
議
会
改
革
に
つ
い
て

〈
議
員
討
論
会
〉

　

適
宜
テ
ー
マ
を
設
け
て
、

予
算
・
決
算
審
議
が
な
い
６

月
定
例
会
と
12
月
定
例
会
に

お
い
て
、
議
員
討
論
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

本
会
議
場
に
は
執
行
部
は
出

席
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
討
論

に
お
い
て
は
、
結
論
を
出
さ

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

〈
議
会
テ
レ
ビ
放
映
等
〉

　

議
場
で
の
定
例
会
、
臨
時

会
、
討
論
会
な
ど
、
重
要
箇

所
だ
け
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
生
放
映
、

録
画
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
平
成
27
年
８
月
か

ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
導
入

し
て
い
ま
す
。

②
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
は
、

広
報
常
任
委
員
会
委
員
６
人

が
、
中
心
と
な
っ
て
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
の

編
集
理
念
と
し
て
①
読
ん
で

み
た
く
な
る
紙
面
に
す
る
②

住
民
目
線
で
読
み
や
す
い
内

容
に
す
る
③
議
会
だ
よ
り
に

し
か
な
い
情
報
を
載
せ
る
④

会
議
録
や
活
動
報
告
で
は
な

く
情
報
誌
に
す
る
。
の
４
項

目
を
定
め
て
編
集
し
て
お
り
、

町
民
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
愛
読
し
て
も
ら
う

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま

す
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
町
村

議
会
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
平
成
26
年
度
か
ら
２
年

連
続
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。

　

編
集
し
て
い
る
議
員
の
生

の
声
は
、
編
集
作
業
で
の
悩

み
を
共
有
し
、
意
見
交
換
が

で
き
、
今
後
の
議
会
広
報
に

役
立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
各
委
員
の
所
感
を

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

委
員
長　

窪
田
美
樹

北栄町庁舎にて北栄町庁舎にて

北栄町での研修北栄町での研修

大山町での研修大山町での研修

11　
　
　

月

17
日　

山
形
県
置
賜
地
方
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　

事
務
局
職
員
視
察
来
町

18
日　

神
奈
川
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　

自
治
功
労
者
表
彰
式
及
び

　
　
　

町
村
議
会
議
員
研
修
会

24
日　

葉
山
町
体
育
協
会
と
意
見
交
換
会

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

12　
　
　

月

１
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

２
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

５
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

６
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

７
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
チ
ー
ム

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

14
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

21
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

27
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

１　
　
　

月

５
日　

新
春
の
集
い

６
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

今
回
は
、
126
号
発
行
以
後
、
127
号
発
行
ま
で
の
活
動

報
告
を
い
た
し
ま
す
。

議
会
活
動
日
誌
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平
成
28
年　

第
４
回
定
例
会　

表
決
結
果

全
会
一
致
の
可
決
議
案
等

議員氏名（議席順）

議案・決議・意見・陳情等

横
山
す
み
子

金
崎　

ひ
さ

鈴
木　

道
子

飯
山　

直
樹

山
田　

由
美

窪
田　

美
樹

畑
中
由
喜
子

石
岡　

実
成

待
寺　

真
司

伊
東　

圭
介

笠
原　

俊
一

土
佐　

洋
子

近
藤　

昇
一

結

果

平成28年度葉山町一般会計補正予算（第５号） ○○○
×
討
論
○○○○○○○○

（
議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
可
否
同
数
の
と
き
の
み
議
長
が
決
し
ま
す
。）

可決

平成28年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○○○
×
討
論
○○○○○○○○ 可決

平成28年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ○○○
×
討
論
○○○○○○○○ 可決

平成28年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第３号） ○○○
×
討
論
○○○○○○○○ 可決

平成28年度葉山町下水道事業特別会計補正予算（第３号） ○○○
×
討
論
○○○○○○○○ 可決

葉山町一般職の職員の給与に関する条例及び葉山町一般職の任
期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 ○○○

×
討
論
○
○
討
論
○○○○○○ 可決

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例及び葉
山町特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 ○○○

×
討
論
○○○○○○○○ 可決

葉山町農業委員会の委員の定数条例 ○○
○
討
論
○○

×
討
論

×
討
論
○○

○
討
論
○○ 可決

葉山町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例 ×

×
討
論
○
×
討
論

×
討
論

○
討
論
○○○◎○

○
討
論

可決

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書 ○○○
×
討
論
○
○
討
論
○○○○○○ 可決

御用邸、葉山公園一帯の景観を破壊するマンション計画に反対
の決議を求める陳情書 ××××

○
討
論

○
討
論

×
討
論

×
討
論
×××× 不採択

◎は提案者　○は賛成　　×は反対

葉山町非常勤特別職の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決
葉山町税条例の一部を改正する条例 可決
葉山町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決
教育委員会委員の任命について 同意
固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
人権擁護委員の推薦について 可決
議員の倫理に係る条例等における規定に関する専門的事項に係る調査を依頼することについて 可決
安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める意見書 可決
介護従事者の勤務環境及び処遇改善の実現を求める意見書 可決
国に私学助成の拡充を求める意見書 可決
神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書 可決
地方議会議員選挙における政策ビラ頒布の解禁を求める意見書 可決
小規模な防災倉庫（10㎡以下）設置における建築確認手続きの簡略化と基礎構造において必要最小限の基準策
定を求める意見書 可決

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交代制労働の改善について、国への意見書提出を求める陳情 採択
介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現について国への意見書提出を求める陳情 採択
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 趣旨了承
国に私学助成の拡充を求める意見書の提出に関する陳情 採択
神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出に関する陳情 採択
葉山町下山口プロジェクトに係る公聴会における公述内容を尊重する重要性の確認を求める陳情書 趣旨了承
葉山町が進めている逗子市とのごみの広域処理について町議会として調査するよう求める陳情書 趣旨了承
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安全・安心の医療・介護の実現と夜勤
交替制労働の改善を求める意見書

　厚生労働省は、「看護師等の『雇用の質』の向上のため
の取組について」や「医療分野の『雇用の質』の向上のた
めの取組について」を発出し、医療従事者の勤務環境改
善のための取り組みを促進してきた。また、平成26年の医
療法の改正では、医療勤務環境の改善に向けた各医療機
関の取り組みを支援することを都道府県に求めている。
　しかしながら、国民のいのちと暮らしを守る医療・介護
現場は深刻な人材不足であり、その労働実態は依然とし
て厳しいものである。離職防止や医療の質の向上のた
め、必要な病床機能を確保した上で、医師・看護師・介護
職員の増員や夜勤を含む労働環境改善を行うことが喫緊
の課題となっている。
　ついては、国においては、質の高い医療・介護サービス
を安定的に提供できる体制を実現するため、次の事項に
ついて対策を講じられるよう要望する。
１ 　医師・看護師・医療技術職・介護職などの夜勤交替制
労働における労働環境を改善すること。
　① １日８時間以内を基本に、労働時間の上限規制、勤務
間隔のインターバル確保、夜勤回数の制限など、労働
環境改善のための規制を設けること。

　② 夜勤交替制労働者の労働時間を短縮すること。
　③ 介護施設などにおける一人夜勤を早期に解消するこ
と。

２ 　安全・安心の医療・介護の実現を図るため、医師・看
護師・医療技術職・介護職を増員すること。
３　患者・利用者の負担軽減を図ること。
４ 　費用削減を目的とした病床削減は行わず、地域医療
に必要な病床機能を確保すること。

国に私学助成の拡充を求める意見書
　我が国の私立学校は、それぞれが独自の建学の精神と
教育方針に基づき、特色ある教育を実施しており、公教育
の場として大きな役割を果たしている。
　国は、私立学校と公立学校との学費差について、高等
学校等就学支援金制度や高校生等奨学給付金事業により
一定程度の是正を図ってきたが、私立学校の学費は高等
学校等就学支援金分を差し引いても高額で、保護者の経
済的負担はいまだ重いものとなっている。
　また、各都道府県の授業料減免制度等の差により、居
住地により学費負担に大きな格差が生じる学費の自治体
間格差も存在している。
　このような学費の公私間格差・都道府県格差を解消し、
すべての子どもたちの学ぶ権利を保障するためには、就
学支援金制度の充実等、国が主導する対策が必要である。
　よって、国におかれては、学費負担に係る格差を是正
し、保護者の経済的負担等を軽減することにより教育の
機会均等を図るため、私学助成を一層拡充することを求
めるものである。

介護従事者の勤務環境及び処遇改善の
実現を求める意見書

　厚生労働省が発表した「2025年に向けた介護人材にかかる
需給推計」では、団塊の世代が75歳以上となる2025年には介
護人材が37万７千人不足になると推計されており、介護従事
者の人材確保及び離職防止対策は喫緊の課題となっている。
　平成27年度介護報酬改定では、介護サービスと介護保険
制度の持続可能性の両方を維持するためとして、介護職員処
遇改善加算は拡充されたが、全体として介護報酬は引き下げ
られたため、依然として介護事業者は厳しい事業運営を強い
られ、さらなる処遇改善を実施することは困難である。
　また、介護保険施設の人員配置の法定基準は利用者３人に
対して介護職員１人以上だが、多くの施設では利用者の安全
や必要最低限の介護提供体制を確保するため、職員を加配し
ている。そのため職員は休暇を取りにくい状況にあり、法定
基準を引き上げ労働環境の改善を図ることが離職防止のた
めにも必要である。
　介護人材不足は、地域の介護施策に深刻な影響を与えるも
のであり、事業所各自の人材確保・離職防止策にまかせるの
ではなく、国の施策として対策を講じなければならない。
　ついては、国においては、介護従事者の人材確保及び離職を
防止し、安定した介護サービス提供体制を国の責務において実
現するために、次の事項について対策を講じられるよう要望する。
１ 　介護現場で働くすべての介護従事者の処遇改善を図ること。
２ 　介護保険施設の人員配置基準を利用者２人に対して介
護職員１人以上に引き上げること。夜間の人員配置を改善
し、一人夜勤を解消すること。
３ 　上記の項目の実現を図るために介護報酬の大幅な引上
げを行うこと。なお、処遇改善に係る財源はすべて国の負
担とすること。

神奈川県に私学助成の拡充を
求める意見書

　神奈川県の私立学校は、それぞれが独自の建学の精神と教
育方針に基づき、特色ある教育を実施しており、公教育の場
として大きな役割を果たしている。
　しかしながら、本県の私立学校に通う生徒１人当たりの経
常費補助は全国水準と比較して極めて低く、学費負担の都道
府県格差が生じている。
　また、本県では学校施設整備助成制度がないことも影響
し、私立学校の学費が全国的にも高い水準となっており、私
立学校を選択できない例なども見受けられる。県内の公立中
学校卒業生の全日制高校進学率は、前年度より改善は見られ
るものの決して高いとはいえない。
　こうした事態を解消し、すべての子どもたちに学ぶ権利を
保障するためには、私学助成の抜本的な改善によって保護者
の学費負担を軽減することが急務である。
　よって、神奈川県におかれては、教育の機会均等を図るた
め、私学助成を一層拡充することを求めるものである。

意 見 書 を 提 出 し ま し た 地方自治法第99条の規定により、国会または
関係行政庁へ送付しました。
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なお継続して審査します

◎陳情　刑法犯及び特別法犯議員の除名および判決確定までの報酬差し止めに関する条例改正を求める（再提出）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （議会運営委員会）

◎陳情書（「若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書」の提出を求める）

◎人間らしい生活の保障を求める意見書の採択を求める陳情    （以上２件教育民生常任委員会）

小規模な防災倉庫（10㎡以下）設置における建築確認手続きの簡略化と
基礎構造において必要最小限の基準策定を求める意見書

地方議会議員選挙における政策ビラ頒布の
解禁を求める意見書

　平成12年に地方分権一括法が施行されて以降、国と地方は対等、協力の関係
へと大きく転換し、地方の自主性、自立性が高まるとともに、個性豊かで活力に
満ちた地域社会の実現に向け、地方政治の責任は一層重くなった。
　同時に、人口減少、超高齢化という大きな課題に直面しており、首長ととも
に二元代表制の一翼を担う議会の役割が大きく問われている。
　このような状況を背景に、具体的な政策を競い合う選挙への体制づくりが
進み、国政選挙では平成15年の公職選挙法の改正で政党の政権公約を記載し
た冊子の頒布が可能となり、地方政治では、平成19年の公職選挙法改正で地
方首長選挙において政策ビラの頒布が可能となった。しかし、地方議会議員
選挙においては、政策ビラを頒布することが認められておらず、候補者の政
策を有権者に対して伝えることが難しい状況がいまだに続いている。
　地方創生の鍵となるのが、各自治体の地域活性化につながる自立したさまざ
まな政策であるならば、地方議会の選挙においてもそのあり方を政策本位にし
ていくことが欠かせない。地方議会議員選挙において、選挙期間中に有権者に
対して政策ビラを頒布できない現状は、この趣旨から大いに逸脱している。
　特に、18歳まで選挙権が拡大された現在、未来を担う有権者に政策を届
けられないことは早期に改善されなければならない。
　よって、国においては、地方議会議員選挙においても公職選挙法第142条
に規定する法定ビラの頒布を認めるよう、公職選挙法を改正することを強
く要望する。

　本年に入り、熊本・鳥取・福島と相次いで大きな地震が発生し、当該地域では甚大な被害を受けた。東海地震・南
海トラフ巨大地震・首都直下地震の発生確率は、今後30年で70％とされ、自主防災組織活動の充実は急務である。さ
らに、三浦半島は活断層群が存在し、大規模地震の発生確率は６～11％とされている。
　平成27年11月に、神奈川県から、自主防災組織が設置する防災倉庫について、床面積が２㎡を超える場合には建築
確認申請が必要との基準が示された。そのため10㎡程度の既成品倉庫を設置するには、倉庫本体の価格約15万円のほ
かに、建築確認申請に係る設計手数料として20万円前後の負担が新たに必要となった。加えて、このわずか10㎡程度
の倉庫を緊結する基礎工事についても一般建築と同等の強度が求められるため、その工事費用は30万円を超える試算
となる。このように防災倉庫を一基設置するのに約65万円を要する状況は地域の防災環境の充実にとって金銭的な
妨げとなっていることは否めない。防災・減災を地域の自主防災組織による「共助の力」に頼らざるを得ない状況
で、設置コストに大きく影響する申請手続きの要否や、過剰な基礎構造にかかる基準を早急に改善する必要がある。
　よって、神奈川県においては、次の事項について早急な実施を要望する。
１ 　神奈川県建築行政連絡協議会が示した「小規模な倉庫の建築基準法上の取扱いについて」にもあるとおり、地域
の実情等を勘案し、自主防災組織が設置する10㎡以下の防災用倉庫の設置については、建築確認手続きを簡略化す
ること。

２ 　地震発生時の転倒防止対策の必要性は十分理解するところだが、小規模な防災倉庫等については、必要最小限の
基礎構造の基準の策定により設置コストの削減を図り、より多くの地域に防災倉庫が設置できるよう誘導する施策
を展開すること。

地方議会議員の厚生年金制
度への加入を求める意見書
　地方分権時代を迎えた今日、地方公共
団体の自由度が拡大し、自主性及び自立
性の高まりが求められる中、住民の代表
機関である地方議会の果たすべき役割と
責任が格段に重くなっている。
　また、地方議会議員の活動も幅広い分
野に及ぶとともに、より積極的な活動が
求められている。
　しかしながら、昨年実施された統一地
方選挙において、町村では議員への立候
補者が減少し、無投票当選が増加するな
ど、住民の関心の低下や地方議会議員の
なり手不足が大きな問題となっている。
　こうした中、地方議会議員の年金制度
を時代に相応しいものにすることが、議
員を志す新たな人材確保につながってい
くと考える。
　よって、国民の幅広い政治参加や地方
議会における人材確保の観点から、地方
議会議員の厚生年金制度加入のための法
整備を早急に実現するよう強く要望する。
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７人が町政を問う
質問者の提出原稿を基に編集しています

質問

■ 一般質問とは
　議員が町長等（執行機関）に対し、町政全般の事務の執行状況
や将来方針等の所信や疑問をただすこと、あるいは報告や説明を
求めることです。 詳しくは議会ホームペ－ジをご覧ください。

環
境
部
長　

ミ
ニ
ア
セ
ス
と

い
っ
て
も
ど
の
程
度
ま
で
を

対
象
と
す
る
か
等
を
含
め
、

29
年
度
か
ら
研
究
し
て
い
き

た
い
。

問　

景
観
を
守
る
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
22

年
に
景
観
計
画
を
策
定
し
た
。

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
る
か
。

都
市
経
済
部
長　

計
画
が
あ

る
こ
と
で
、
景

観
に
は
厳
し
い

町
だ
と
い
う
ア

ピ
ー
ル
を
も
っ

て
、
指
導
に
役

立
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

問　

三
浦
半
島

２
断
層
群
が
危

険
度
最
高
の
ラ

ン
ク
Ｓ
に
分
類

さ
れ
た
。
活
断

層
の
危
険
性
は

周
知
の
と
お
り

で
、
土
砂
災
害

危
険
区
域
の
例
の
よ
う
に
、

実
際
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
に

は
、
周
知
す
る
必
要
性
が
あ

る
の
で
は
。

総
務
部
長　

土
砂
災
害
を
含

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉

え
て
、
周
知
を
図
る
よ
う
な

措
置
を
と
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

地
産
地
消

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ミ
ニ
ア
セ
ス
の
導
入
は

環
境
部
長　

29
年
度
か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い

問　

ま
ち
づ
く
り
条
例
は
住

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
開
発
事
業
の

手
続
き
、
紛
争
の
調
整
等
を

定
め
た
も
の
だ
が
、
制
定
か

ら
13
年
以
上
が
経
過
し
、
27

年
度
に
は
規
則
の
見
直
し
も

行
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
こ
れ
ま
で
の
運
用
の
総
括

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

町
長　

住
民
及
び
事
業
者
に

浸
透
し
、
成
果
を
上
げ
て
き

た
。
一
方
、
具
体
的
な
協
議

内
容
が
定
め
て
あ
る
施
行
規

則
は
、
時
代
の
変
遷
に
よ
る

考
え
方
の
変
化
等
か
ら
、
必

要
に
応
じ
て
改
正
を
行
っ
た
。

問　

町
長
は
選
挙
時
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
ミ
ニ
ア
セ
ス
の

導
入
を
と
、
記
し
て
い
る
が
。

美しい葉山の棚田美しい葉山の棚田

畑中由喜子
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包
装
プ
ラ
も
逗
子
市
に
出
す

予
定
だ
が
、
そ
の
中
に
交
ざ

っ
た
汚
れ
た
プ
ラ
の
処
理
は
。

環
境
部
長　

そ
こ
ま
で
は
ま

だ
詰
め
て
い
な
い
。

問　

出
戻
っ
た
プ
ラ
は
再
び

廃
プ
ラ
と
し
て
処
理
し
、
ト

ン
９
万
円
の
経
費
が
か
か
っ

て
い
る
。
見
直
す
べ
き
で
は
。

環
境
部
長　

逗
子
市
と
の
共

同
で
、
容
器
包
装
プ
ラ
の
処

理
費
は
下
回
る

と
思
う
。

問　

分
別
指
導

の
た
め
資
源
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ

職
員
が
立
つ
こ

と
の
進
捗
状
況

は
。

環
境
部
長　

勤

務
時
間
等
の
形

態
を
整
理
し
て

い
る
。

問　

高
齢
社
会

を
迎
え
、
資
源

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
廃
止
は
。

環
境
部
長　

瓶
、
古
紙
な
ど

重
い
物
を
除
く
検
討
は
必
要
。

問　

現
在
の
や
り
方
で
は
資

源
物
売
上
が
１
千
万
円
減
額

し
、
町
内
会
・
自
治
会
・
業

者
に
３
千
万
円
支
出
し
て
い

る
。
財
政
的
に
問
題
で
は
。

環
境
部
長　

町
内
会
・
自
治

会
の
歳
入
に
つ
な
が
り
資
源

化
率
も
ア
ッ
プ
す
る
。

金崎ひさ

ご
み
焼
却
炉
の
廃
炉
計
画
は

町
長　

平
成
30
年
度
に
示
す

問　

ご
み
焼
却
炉
の
廃
炉
計

画
は
。

環
境
部
長　

29
年
度
に
逗
子

市
と
広
域
処
理
計
画
を
策
定

す
る
の
で
そ
の
中
で
触
れ
る
。

問　

財
政
面
も
示
す
の
か
。

町
長　

30
年
度
に
実
施
計
画

を
策
定
し
、
時
間
的
な
も
の

は
確
実
に
示
し
た
い
。

問　

燃
や
す
ご
み
を
逗
子
市

に
出
す
が
町
民
へ
の
説
明
は
。

町
長　

搬
出
方
法
は
変
わ
ら

な
い
の
で
説
明
会
は
不
要
だ
。

問　

葉
山
の
炉
を
逗
子
市
に

持
つ
感
覚
で
あ
る
と
の
町
長

答
弁
も
あ
る
。
広
域
処
理
と

し
て
ご
み
行
政
の
大
き
な
変

化
で
あ
り
説
明
す
る
べ
き
だ
。

町
長　

要
望
が
あ
れ
ば
行
う
。

問　

逗
子
市
で
は
廃
プ
ラ
は

燃
し
て
い
る
。
今
後
、
容
器

止まったままの焼却炉止まったままの焼却炉

バ
ス
路
線
の
改
善
策
は

町
長　

京
急
と
役
割
分
担
等
協
議
し
て
い
く

鈴木道子
問　

出
産
後
６
〜
８
週
間
く

ら
い
ま
で
は
、
母
親
の
体
の

変
化
・
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス

の
急
激
な
変
化
や
日
常
生
活

の
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
特

に
不
安
感
を
抱
え
や
す
い
産

前
産
後
の
女
性
を
支
え
る
こ

と
は
、
少
子
化
対
策
・
産
後

鬱
の
防
止
・
児
童
虐
待
の
防

止
の
た
め
に
必
要
と
し
て
、

産
後
ケ
ア
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。
町
の
状
況
は
ど
う
か
。

町
長　

乳
幼
児
家
庭
全
戸
訪

問
事
業
に
お
い
て
総
括
的
な

対
応
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問　

横
須
賀
市
は
産
後
ケ
ア

事
業
の
実
施
が
あ
る
。
市
民

病
院
や
、
逗
子
市
内
に
計
画

の
病
院
に
委
託
し
て
実
施
す

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

町
長　

ニ
ー
ズ
調
査
等
を
し

て
今
後
の
対
応
を
図
る
。

問　
「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
駅
」

設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

庁
舎
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ

ー
は
あ
る
。
普
及
に
努
め
る
。

問　

祖
父
母
手
帳
の
作
成
を

提
案
し
た
が
、
そ
の
状
況
は
。

町
長　

４
カ
月
検
診
時
に
同

趣
旨
の
お
知
ら
せ
を
配
布
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問　

電
子
母
子
手

帳
の
対
応
が
当
町

に
は
な
い
が
ど
う

か
。

福
祉
部
長　

情
報

が
取
れ
な
い
事
が

な
い
よ
う
に
す
る
。

問　

バ
ス
路
線
の

改
善
に
つ
い
て
伺

う
。
南
郷
・
長
柄

地
域
の
バ
ス
路
線

の
延
伸
・
増
便
や

下
山
口
方
面
の
交

通
不
便
地
へ
の
対

応
策
、
ま
た
休
日

に
福
祉
文
化
会
館

で
催
し
物
が
あ
る
際
の
バ
ス

便
の
対
応
策
等
、
町
長
が
８

月
に
京
急
に
出
向
き
要
望
し

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

町
長　

商
工
会
や
町
内
会
か

ら
の
要
望
を
も
と
に
京
急
に

要
望
し
た
。
今
後
は
町
と
の

役
割
分
担
等
、
具
体
的
な
協

議
を
し
て
い
く
。

旧逗葉新道のバス停旧逗葉新道のバス停
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高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
還
を
促
す
補
助
事
業
は

福
祉
部
長　

何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
い
く

問　

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

返
還
を
促
す
た
め
、
バ
ス
代

補
助
や
タ
ク
シ
ー
券
発
行
な

ど
に
取
り
組
ん
で
は
。

福
祉
部
長　

町
が
、
何
を
で

き
る
の
か
考
え
て
い
く
。

問　

介
護
保
険
の
現
サ
ー
ビ

ス
は
、
新
総
合
事
業
で
も
同

じ
に
よ
う
に
受
け
ら
れ
る
か
。

町
長　

現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス

を
基
本
に
、
緩
和
し
た
基
準

の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
す
。
地
域
主
体
の
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
は
、

協
議
体
を
発
足
し
課
題
整
理

に
着
手
し
て
い
る
。

問　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

周
知
方
法
の
改
善
を
。

福
祉
部
長　

警
察
も
高
齢
者

宅
へ
訪
問
時
に
、
緊
急
通
報

の
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
く
れ
る
。

問　

学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
事
故
発
生
に
対
し
、
エ

ピ
ペ
ン
を
使
っ
た
訓
練
を
行

っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

町
の
対
応
状
況
、
研
修
等
は
。

教
育
部
長　

外
部
研
修
を
受

講
し
、
各
学
校
で
対
応
し
て

い
る
。
統
一
的
な
対
応
を
図

る
た
め
の
指
針
を
協
議
中
だ
。

問　

現
在
４
人
の
栄
養
士
が

セ
ン
タ
ー
化
で
県

費
対
応
の
２
人
に

な
る
懸
念
が
あ
る

が
。

教
育
長　

調
理
室

の
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
ス
ペ
ー
ス
に
、

栄
養
士
配
置
を
町

単
独
で
も
行
う
べ

き
か
検
討
し
て
い

る
。

問　

就
学
援
助
金

を
、
新
入
学
準
備

に
お
金
の
か
か
る

６
年
生
時
に
支
給

し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
。

教
育
部
長　

他
自
治
体
の
状

況
を
確
認
し
た
い
。

問　

復
活
し
た
高
校
奨
学
金

制
度
の
予
算
は
、
旧
制
度
の

半
分
。
審
査
基
準
は
。

教
育
部
長　

県
の
奨
学
給
付

金
制
度
を
参
考
に
し
た
。

問　

途
中
申
請
へ
の
対
応
は
。

教
育
部
長　

対
応
す
る
。

山田由美

学
校
給
食
の
食
材
の
検
査
は

教
育
長　

提
供
給
食
は
定
期
検
査
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

問　

学
校
給
食
の
食
材
の
放

射
能
汚
染
に
つ
い
て
、
保
護

者
か
ら
不
安
の
声
が
出
て
い

る
。
内
部
被
曝
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

教
育
長　

危
険
性
は
認
識
し

て
い
る
。
基
準
値
を
超
え
る

食
品
が
流
通
し
な
い
よ
う
、

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、
食
材
の
安
全
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
提

供
給
食
は
定
期
的
に
専
門
機

関
で
検
査
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。
献

立
表
に
は
、
主
な
食
材
の
産

地
を
記
載
し
て
い
る
。

問　

キ
ノ
コ
や
タ
ケ
ノ
コ
、

山
菜
な
ど
、
高
い
汚
染
値
が

計
測
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
。

教
育
部
長　

野
生
の
キ
ノ
コ

や
山
菜
は
使
っ
て
い
な
い
。

問　

セ
シ
ウ
ム
心
筋
症
に
よ

る
突
然
死
に
つ
い
て
は
。

町
長　

把
握
し
て
い
な
い
。

問　

高
齢
者
の
外
出
の
た
め

に
は
、
町
中
に
ベ
ン
チ
が
多

い
方
が
よ
い
。
葉
山
小
前
の

バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
が
撤
去
さ

れ
た
理
由
は
。

都
市
経
済
部
長　

道

路
占
用
の
許
可
が
な

か
っ
た
こ
と
と
、
老

朽
化
の
た
め
と
思
わ

れ
る
。
公
道
上
で
は
、

許
可
を
取
っ
て
い
る

ベ
ン
チ
は
少
な
い
。

問　

公
園
の
ベ
ン
チ

を
増
設
で
き
な
い
か
。

都
市
経
済
部
長　

ス

ペ
ー
ス
の
問
題
を
勘

案
し
な
が
ら
、
順
次

整
備
し
て
い
き
た
い
。

問　

公
園
は
高
齢
者

の
社
交
場
に
な
り
う

る
。
公
園
で
ラ
ジ
オ

体
操
や
葉
山
体
操
な

ど
を
実
施
し
た
ら
ど

う
か
。

町
長　

葉
山
体
操
は
出
張
講

座
を
行
っ
て
い
る
。
屋
外
実

施
は
天
候
が
問
題
に
な
る
。

問　

高
齢
者
向
け
の
健
康
遊

具
の
設
置
は
。

町
長　

す
で
に
あ
る
が
、
今

後
も
設
置
し
て
い
く
予
定
。一色小給食室一色小給食室

シルバーマークをつけた車シルバーマークをつけた車
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開
発
業
者
に
過
去
の
撤
退
経
緯
を
伝
え
て
ほ
し
い

町
長　

条
例
に
則
っ
た
形
で
進
め
て
も
ら
い
た
い

問　

森
戸
海
岸
の
ホ
テ
ル
建

設
は
、
近
隣
の
方
々
の
反
対

で
撤
退
し
た
。
今
回
の
反
対

内
容
等
を
地
域
で
ま
と
め
、

町
に
提
出
す
れ
ば
、
次
の
業

者
が
開
発
の
相
談
に
来
た
際

に
、
そ
の
経
過
の
書
類
か
ら
、

業
者
側
の
対
応
も
変
わ
っ
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
。
開
発

業
者
に
過
去
の
撤
退
経
緯
を

伝
え
て
ほ
し
い
が
。

町
長　

ま
ち
づ
く
り
条
例
に

定
め
ら
れ
る
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
の
、
例
え
ば
町

内
会
が
そ
う
し
た
団
体
に
似

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
業
者
が

問
い
合
わ
せ
に
来
た
際
に
、

町
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
な
ど

で
き
る
。
個
人
個
人
の
意
見

で
は
、
業
者
は
判
断
し
か
ね

る
の
で
、
条
例
に
則
っ
た
形

で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

開
設
予
定
の
特
養
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
遅
延
は
。
現
実

的
に
見
る
と
半
年
、
１
年
は

遅
れ
る
と
思
う
が
。

福
祉
部
長　

４
月
開
所
を
目

指
し
て
い
た
が
、
現
状
更
地

の
た
め
遅
れ
る
と
思

わ
れ
る
。
ど
の
く
ら

い
遅
延
す
る
か
は
、

ま
だ
不
明
だ
。

問　

海
岸
の
電
柱
撤

去
に
向
け
た
交
渉
状

況
は
。

都
市
経
済
部
長　

一

色
海
岸
し
お
さ
い
公

園
前
の
電
柱
に
つ
い

て
協
議
中
だ
。

問　

大
き
な
進
展
だ
。

森
戸
海
岸
も
進
め
て

ほ
し
い
が
。

都
市
経
済
部
長　

景

観
的
観
点
か
ら
、
優

先
順
位
を
持
っ
て
進

め
て
い
る
。

問　

公
共
施
設
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
例
え
ば
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
要
望
が
多

数
あ
れ
ば
、
複
合
施
設
と
し

て
検
討
す
べ
き
で
は
。

政
策
財
政
部
長　

調
査
等
の

意
見
も
踏
ま
え
、
総
合
的
に

計
画
・
対
応
す
る
。

森戸海岸に面した空き地森戸海岸に面した空き地

横山すみ子
公
園
へ
の
防
災
倉
庫
設
置
手
続
き
を
簡
略
に
で
き
な
い
か

町
長　

機
会
を
と
ら
え
て
県
へ
働
き
か
け
る

問　

町
の
公
園
へ
の
自
主
防

災
組
織
の
防
災
倉
庫
設
置
が

困
難
な
状
況
だ
。
対
応
を
。

総
務
部
長　

小
規
模
防
災
倉

庫
設
置
は
関
係
法
令
上
の
取

り
扱
い
に
関
し
、
県
町
村
会

か
ら
県
へ
の
29
年
度
要
望
で

手
続
き
の
簡
略
化
を
あ
げ
て

い
る
。

問　

町
長
も
、
県
に
積
極
的

に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
が
。

町
長　

大
き
な
問
題
と
認
識

し
て
い
る
。
機
会
を
と
ら
え

て
県
に
働
き
か
け
る
。

問　

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）

対
策
の
講
座
等
の
ほ
か
に
、

呉
市
の
例
を
参
考
に
、
町
内

レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
減
塩
メ
ニ

ュ
ー
協
力
要
請
を
行
っ
て
は
。

福
祉
部
長　

29
年
度
も
講
座

を
組
ん
で
進
め
た
い
。
減
塩

メ
ニ
ュ
ー
の
件
は
、
研
究
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

問　

公
園
に
筋
力
ア
ッ
プ
の

運
動
具
設
置
を
と
の
町
民
提

案
が
あ
り
、
筋
力
ア
ッ
プ
は
、

健
康
維
持
に
役
立
つ
。
市
川

市
は
、
寄
付
者
の
プ
レ
ー
ト

を
つ
け
設
置
し
て
い
る
が
。

福
祉
部
長　

い
た
だ
い
た
情

報
の
調
査
、
研
究
を
進
め
る
。

問　

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
を

通
る
バ
ス
路
線
の
話

し
合
い
の
課
題
は
。

政
策
財
政
部
長　

京

急
側
か
ら
会
い
た
い

と
の
連
絡
が
あ
り
、

話
し
合
う
。

町
長　

公
共
交
通
の

充
実
は
手
間
が
か
か

る
が
、
ス
テ
ッ
プ
を

踏
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
速
や
か
な
動
き

を
求
め
て
い
く
。

問　

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
計
画
は
。

環
境
部
長　

29
年
度
中
に
広

域
ご
み
処
理
計
画
を
、
同
時

に
廃
炉
計
画
も
つ
く
り
た
い
。

問　

ご
み
処
理
の
逗
子
市
と

の
共
同
処
理
説
明
会
開
催
を
。

町
長　

要
望
が
あ
れ
ば
、
お

伝
え
す
る
こ
と
は
で
き
る
。町有地にある防災倉庫町有地にある防災倉庫
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意見交換会の様子意見交換会の様子

議
員
研
修
会

　

神
奈
川
県
町
村
議
会
議
長

会
主
催
の
「
平
成
28
年
度　

自
治
功
労
者
表
彰
式
・
町
村

議
会
議
員
研
修
会
」
が
11
月

18
日
、
大
井
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
㈱
Ｔ
Ｍ
オ

フ
ィ
ス
代
表
取
締
役
Ｐ
Ｒ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

殿
村
美
樹

氏
に
よ
り
「
地
方
の
魅
力
発

掘
と
Ｐ
Ｒ
戦
略
〜
『
埋
も
れ

た
宝
』
を
見
つ
け
よ
う
〜
」

と
題
し
た
講
演
を
聴
き
ま
し

た
。

　

殿
村
氏
は
、
Ｐ
Ｒ
の
王
道

で
あ
る
プ
ラ
ス
の
戦
略
か
ら

逆
の
、
マ
イ
ナ
ス
の
Ｐ
Ｒ
の

仕
掛
人
と
し
て
、
お
金
を
か

け
ず
に
、
ひ
ら
め
き
で
地
域

に
埋
も
れ
て
い
る
宝
を
発
見

し
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
商
品
、

ブ
ー
ム
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
「
今
年
の
漢
字
」

で
は
、
阪
神
大
震
災
の
慰
霊

と
し
て
、
清
水
寺
の
観
音
菩

薩
奉
納
を
行
う
こ
と
で
、
テ

レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
漢
字
検
定
ブ
ー

ム
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
や
、

　

11
月
24
日
、
議
会
と
し
て

初
の
試
み
と
な
る
意
見
交
換

会
を
、
葉
山
町
体
育
協
会
と

教
育
民
生
常
任
委
員
会
と
で

行
い
ま
し
た
。
協
会
会
長
他

４
人
の
方
が
出
席
さ
れ
「
体

育
協
会
の《
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
》

に
合
わ
せ
、
興
味
を
持
ち
中

身
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
間

も
な
く
75
周
年
を
迎
え
る
活

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
「
ひ
こ
に
ゃ

ん
」「
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
」

「
う
ど
ん
県
」
な
ど
、
お
金
を

か
け
な
く
て
も
地
域
活
性
化

は
で
き
る
と
い
う
事
例
を
示

し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
各
自
治
体
で

も
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
の
中
で
生
か
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

葉
山
町
体
育
協
会
と
の
意
見
交
換
会

し
た
。

　

時
代
背
景
が
変
わ
る
中
、

何
が
で
き
る
の
か
。
理
想
と

現
実
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
、
今
以
上
に
交
流
の
場
を

持
ち
、
共
に
体
育
振
興
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
す

る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

動
内
容
か
ら
は
、
協

会
の
皆
さ
ん
が
長
き

に
わ
た
り
町
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
支
え
て

こ
ら
れ
た
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
「
将
来
に
向
け
て
、

行
政
・
議
会
・
協
会

が
一
緒
に
な
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
考

え
る
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
」
と
、
議
会

へ
の
要
望
を
伺
い
ま
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間
と
な
り
、「
記
憶
」
を
『
実
』

と
す
る
貴
重
な
時
間
と
も
な

り
ま
し
た
。

　

私
自
身
の
仕
事
が
デ
ザ
イ

ン
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

少
し
で
も
今
ま
で
に
な
い
色

を
出
せ
れ
ば
と
、
模
索
・
奮

闘
し
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
長
一

短
が
あ
り
、
も
う
し
ば
ら
く

議
論
を
重
ね
て
、
次
へ
の
課

題
、
そ
し
て
次
な
る
委
員
会

メ
ン
バ
ー
へ
の
期
待
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

１
月
６
日
記　

石
岡
実
成

再生紙を使用しています再生紙を使用しています

議　

長 

近
藤　

昇
一

議
会
広
報
常
任
委
員
会

窪
田　

美
樹　

石
岡　

実
成

横
山
す
み
子　

鈴
木　

道
子

飯
山　

直
樹　

山
田　

由
美

畑
中
由
喜
子　

待
寺　

真
司

笠
原　

俊
一

表
紙
説
明

第
３
回
の
定
例
会
で
採
択
さ

れ
た
陳
情
の
処
理
状
況

①
平
成
29
年
度
に
お
け
る

「
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
継
続
」
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
も
予
算
要
求

を
行
い
ま
す
。

②
平
成
29
年
度
に
お
け
る
透

析
治
療
へ
の
通
院
困
難
者
に

対
す
る
「
通
院
支
援
」
に
つ

い
て

　

平
成
29
年
度
の
自
動
車
燃

料
費
は
、
助
成
対
象
範
囲
を

拡
大
し
、
タ
ク
シ
ー
券
は
、

28
年
度
と
同
様
の
予
算
要
求

を
行
い
ま
す
。

③
平
成
29
年
度
に
お
け
る

「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
及

び
生
活
習
慣
病
対
策
」
に
つ

い
て 町

長
行
政
報
告

　

１
月
５
日
、
町
と
議
会

共
催
に
よ
る
「
新
春
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
年
の
門
出
に
ふ
さ
わ

し
い
「
葉
山
御
前
太
鼓
保

存
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

太
鼓
の
音
に
出
迎
え
ら
れ

な
が
ら
、
多
く
の
町
民
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

式
の
冒
頭
で
は
、
出
席
者

全
員
で
葉
山
町
歌
を
合
唱

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
葉
山
三
曲
会
」

の
方
が
「
六
段
の
調
べ
」

を
、
箏こ

と

・
三さ

ん

絃げ
ん

・
尺
八
の

合
奏
で
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
三
種
類
の
楽
器
で
演

奏
す
る
こ
と
を
三
曲
演
奏

と
い
う
そ
う
で
す
。

　

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
音

色
、
歴
史
に
作
ら
れ
た
音

色
は
、
い
つ
ま
で
も
心
に

残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

平成29年第１回
定例会は

２月14日（火）
からの予定です。

皆さまの傍聴を
お待ちしています。

　

27
年
５
月
よ
り
、
新
人
議

員
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

議
会
広
報
常
任
委
員
会
の
副

委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

作
業
は
、
想
像
以
上
に
、
緻

密
で
あ
り
、
大
変
な
作
業
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
本
会
議
終
了
直
後

か
ら
、
膨
大
な
原
稿
を
端
的

に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
議
員

個
人
と
し
て
、
い
い
復
習
時

　

学
校
に
お
い
て
は
、
学
習

指
導
要
領
に
則
り
、
障
害
者

へ
の
理
解
を
深
め
る
指
導
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

特
定
健
診
の
チ
ラ
シ
に
関
連

項
目
を
記
載
し
、
関
係
団
体

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り

周
知
を
行
っ
て
お
り
、
広
報

は
や
ま
平
成
28
年
11
月
号
で

特
集
し
て
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
も
同
様
に

啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

葉山三曲会の皆さん葉山三曲会の皆さん

葉山町合唱連盟の皆さん葉山町合唱連盟の皆さん


